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	応用
	抗原情報
	背景
	骨の発生に関与する転写因子。骨芽細胞の分化に必須な、BMP応答性転写活性化因子として作用する。骨芽細胞の分化中に、RUNX2非依存的にALPLプロモーター活性を刺激する。骨芽細胞の分化中に、SP7プロモーター活性を刺激する。骨の発生に関与する転写因子。骨芽細胞の分化に必須な、BMP応答性転写活性化因子として作用する。骨芽細胞の分化中に、RUNX2非依存的にALPLプロモーター活性を刺激する。骨芽細胞の分化中に、SP7プロモーター活性を刺激する。MYCプロモーター活性を上方制御することにより、細胞増殖を促進する。軟骨内骨格における軟骨形成と軟骨細胞肥大の両方の正の調節因子として関与する。ALPLおよびSP7プロモーターのホメオドメイン応答エレメントに結合します。 MYCプロモーターに結合します。DNA結合には5'-TAATTA-3'コンセンサス配列が必要です。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	(1) HeLa細胞溶解物、(2) RAW264.7細胞溶解物におけるDlx5発現のウエスタンブロット解析。

